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ゲーム理論

ダイナミックなゲーム（２）
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高木英至

本日の範囲

前回のQuiz
テキスト第６章

信頼ゲーム信頼ゲーム

テキスト練習問題

完全情報２人ゲーム

シュタッケルベルク均衡

応用：交渉の戦略的アプローチ

交互提案ゲーム（９章）交互提案ゲ ム（９章）

ランダムな提案者ゲーム（１０章）
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定義6.1 部分ゲーム完全均衡点

ゲームのすべての部分ゲームにナッシュ均衡点を導く行
動戦略の組
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定理 6.1 有限の長さを持つ完全情報ｎ人ゲームで
は、先読み推論によって定まるプレイヤーの戦略の
組は部分ゲーム完全均衡点である組は部分ゲ ム完全均衡点である。

定理 6.2 有限の長さを持つ完全情報ｎ人ゲームで
は、純戦略による部分ゲーム完全均衡点が少なくと
も１つ存在する。も１つ存在する。
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例6.7 信頼ゲーム
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先読み推論→ ナッシュ均衡点は「すべての手番で
ゲームを終了する」

止める

3 
1

止める 止める 止める

2
6

12 
4

8 
24

この戦略が部分ゲーム完全均衡点
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練習問題6-1
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0 0標準形では、(L,L)がナッシュ均
衡点

(R,RL)が部分ゲーム完全均衡点

(L,LL)はナッシュ均衡であっても
、部分ゲーム完全均衡点ではない
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練習問題6-3(シュッタルベルク均衡)
例3.6のクールノー寡占市場ゲーム(クールノー均衡)
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シュタッケルベルク均衡とは

企業１が最初に供給量q1を決定

企業２はq を知ったうえで自分の供給量q を決定企業２はq1を知ったうえで自分の供給量q2を決定

いわば、

クールノー均衡のゲームは同時手番ゲーム

相互の最適応答が交わるところがクールノー均衡点（ナッシュ
均衡点）

シュタッケルベクル均衡のゲームは逐次手番ゲーム

シュタッケルベクル均衡はどのように解くべきか？

クールノー均衡とシュタッケルベクル均衡とで、両
企業の供給量は異なるか？
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シュタッケルベクル均衡の解き方(1)
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シュタッケルベクル均衡の解き方(2)
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ここで、交互提案ゲーム
第９章の４

例6.3 最後通告ゲーム

提案者 応答者

拒否

x
0 0
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受諾 x 100-x
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交互提案ゲーム
n=2 のとき（交互に１回ずつ提案）

Player 1

Player 1 Player 2
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100-y y
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受諾 x 100-x

(0, 100)を
Player 2 は提案

(100-100δ, 100δ)を
Player 1 は提案

ランダムな提案者ルール

第１０章の４

例：３人対称ゲーム（協力ゲーム）

特性関数特性関数v
v({1})=0, v({2})=0, v({3})=0
v({1,2})=v({1,3})=v({2,3})=a,  0<a<1
v({1,2,3})=1
優加法的

プレイヤーがランダムに配分の提案を行うプレイヤ がランダムに配分の提案を行う

この交渉ゲームの部分ゲーム完全均衡点は？

前提：どの交渉ラウンドでも、プレイヤーは同じ戦
略を採用する（定常部分ゲーム完全均衡点）
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今日はおしまい

次回(5/31)は「繰り返しゲーム」
を扱います。

テキスト７章に目を通しておいて
ください
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